
 
 

【工程表地域帳票 2】 
 

使用説明書 

 
ご使用の前に必ずこの「使用説
明書」をお読みの上、正しくお使
いください。 
本書をすぐに利用できるよう
に保管してください。 



 

はじめに 
 

このたびは、ウェストフィールド「工程表作成システム」をお買い上げい
ただき誠にありがとうございました。「工程表作成システム（ネットワーク
式対応）」は、身近な提出書類を簡単な入力で作成できるシステムです。 
本書は、本製品の基本的な操作手順や取り扱い方法について説明していま
す。本製品の機能を十分にご活用いただくため、ご使用前に必ず本書をお
読みください。またお読みになった後は大切に保管してください。 

ウェストフィールド株式会社 
 

                                                ＊＊＊ 重 要 ＊＊＊ 
 
・このソフトウエアおよびマニュアルの１部または全部を無断で使用、 
 複製することはできません。 
 
・ソフトウエアは、コンピューター１台につき１セット購入が原則となってい
ます。 
 
・このソフトウエアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとで 
 のみ使用することができます。 
 
・大切な文書やデータは、必ずコピー(複製)をとってください。 
お客様が操作を誤ったり本製品に異常が発生したりした場合、文書や 
データが消失することがあります。 
 
・お客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切 
 その責任を負えませんのであらかじめご了承ください。 
 
・本製品の故障による障害、文書やデータの損失による損害、その他本製 
品の使用により生じた損害について、当社は一切その責任を負えません 
のであらかじめご了承ください。 
 
・ソフトウエアの仕様およびマニュアルに記載されている内容は、将来 
予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
 



 

本書で扱う用語および操作方法について 
本書では、Windows の標準的な用語および操作方法を使って説明してい
ます。Windows を使用したことのない方はあらかじめ操作してみるか、
あるいは「Microsoft Windows98/Me/2000/XP ファーストステップガイ
ド」など Windows に添付されているマニュアル類を通読されることをお
すすめします。 
なお、「工程表作成システム」で使用される用語については、別冊「使用
説明書」巻末の「用語の説明」をご参照願います。 
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地域帳票共通操作 
起動と終了 

 

工程表を新規作成する 
 

① 土木Ｂｏｏｋの親インデックス《ＮＷ工程表》の  をクリックし
ます。 

「ＮＷ工程表」の子インデックスが表示されます。 

 
親インデックス《ＮＷ工程表》をダブルクリックしても、 
子インデックスを表示することができます。 

 
② 《ＮＷ工程表》の起動したい子インデックスをクリックし、［入力］
ボタンをクリックします。 

工程表作成システムが起動します。 

 

データの入力については、「工程表作成システム」の使用説
明書をご参照ください。 
 
「ＮＷ工程表 地域帳票版」は、工程表作成システムの画面
上から［印刷］（または［印刷プレビュー］）を行うことが
できません。 
「工程表作成システム 地域帳票版」を印刷する場合、イン
デックスを作成後、土木Bookから実行してください。 

 
 

  補 足    

  参 照    

  補 足    
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作成済みの工程表を編集する 
 

① 土木Ｂｏｏｋの親インデックス《ＮＷ工程表》の  をクリックし
ます。 

「ＮＷ工程表」の子インデックスの下に作成済みの工程表名がついたイ
ンデックスが表示されます。 

 
② 作成済みの工程表名のついたインデックスをクリックします。 
 
子インデックスの色が青に変わります。 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

「工程表」画面が表示されます。 

 

データの入力については、「工程表作成システム」の使用説
明書をご参照ください。 
 
「工程表作成システム 地域帳票版」は、工程表作成システ
ムの画面上から［印刷］（または［印刷プレビュー］）を行
うことができません。 
「工程表作成システム 地域帳票版」を印刷する場合、イン
デックスを作成後、土木Bookから実行してください。 

 
 
 
 
 

  参 照    

  補 足    
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工程表を新規登録する 
 

① 「ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線」画面の［ＯＫ］ボタンをクリック
します。 

「メニューインデックス設定」画面が表示されます。 
 

 

 
② インデックス名称を入力し、［はい］ボタンをクリックします。 

新しい工程表のインデックスが作成され、土木Bookのメニュー画面に戻
ります。 

 
［いいえ］ボタンをクリックすると、作成した工程表を登
録せずに土木Bookのメニュー画面に戻ります。 
 

  補 足    



<4> 

工程表を上書き保存する 
 

① 「ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線」画面の［完了］ボタンをクリック
します。 

「メニューインデックス設定」画面が表示されます。 
 

 
 

② ［はい］ボタンをクリックします。 

工程表が上書き保存され、土木Bookのメニュー画面に戻ります。 

 
［いいえ］ボタンをクリックすると、編集した工程表を登
録せずに土木Bookのメニュー画面に戻ります。 

  補 足    
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画面について 

 

ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線画面 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

工程区分 
編集する工程区分を選
択します。 
 
設定 
バーチャートへの数量
又は施工個所名の表示
を設定します。 

１目盛の単位 
工程曲線の１目盛の単
位を１ヶ月／10 日から
選択します。 

［初期値に戻す］ボタン 
選択した工程曲線のデータ
を編集前の正確なデータに
戻します。 

工程曲線イメージ 
編集した進捗率がグラフ
で表示されます。 

土・日・祝日をグラフに反映する 
チエックを付けると土・日・祝日が 
進捗グラフに反映されます。 
愛知県帳票選択時に表示されます。 

［ＯＫ］ボタン 
編集した進捗率を保
存し、帳票を作成し
ます。 

年月日 
工程曲線の１目盛りの年
月日を表示します。 
進捗率（％） 
各年月の進捗率を入力し
ます。 
進捗率表示 
帳票に進捗率を表示する
／しないを選択します。 
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ＮＷ工程表地域帳票 バーチャート設定画面 
 

メニューバーの［設定］から［バーチャート設定］を選択すると「バー
チャート設定」画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［日付をグラフ上に表示する］ 
チェックを付けると日を表示します。 
 
［数量・換算率をグラフ上に表示する］ 
チエックを付けると数量・換算率をバーチャート上に表示します。 
 
［施工個所名をグラフ上に表示する］ 
チエックを付けると施工個所名をグラフ上に表示します。 

［ＯＫ］ボタン 
設定を反映して「工程曲線」画面に戻ります。 
１度設定すると次回起動以降その設定が有効に
なります。 
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編集方法 
 

工程曲線の編集 
① 「工程表」画面で［完了］ボタンをクリックします。 

「ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線」画面が表示されます。 

 
 

すでにインデックスに保存済みの工程曲線を、再度選択し
て工程表作成システムを起動した場合、前回終了時の状態
で工程曲線が表示されます。 
「工程表」画面で入力したデータを元に工程曲線を表示し
たい場合、［初期値に戻す］ボタンをクリックしてください。 

 
② 工程区分の     ボタンをクリックし、編集する工程曲線を選択しま
す。 

選択した工程区分の進捗率が表に表示されます。 

 
③ １目盛の単位を選択します。 

 
④ 必要に応じて、進捗率および進捗率表示を編集します。 

編集した工程曲線のイメージが表示されます。 

 
⑤ ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
 
 

  重 要   
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工程変更後の実施データの入力について 
 

月中が変更実施日の場合 
変更工程入力後、実施のデータを入力する場合、数量の入力セルが１日
～変更実施日、１日～末日に分割されます。各セルへの数量入力は、必
ず１日からの累計数量を入力します。 

［入力例］ 
変更実施日を平成１４年１０月２０日とすると、入力画面は1～10/20と
１～10/31となります。各セルに出来高数量（１日からの累計）を入力し
ます。 
 工種 種別 H14/09 1～10/20 1～10/31 H14/11 
1 準備工 準備工 0.800 0.200 0.200  
2 道路土工 土砂剥離  30.000 70.000  

 

変更実施日を月末から月中に変更した場合 
変更実施日を月末から月中に変更した場合は数量の入力を見直す必要
があります。 
実施日の変更により、数量の入力セルが１日～変更実施日、１日～末日
に分割され、既に入力していた実施数量は、１日～末日のセルにコピー
され、１日～変更実施日のセルは空白となります。 

［入力例］ 
変更実施日を平成１４年１０月２０日～１０月３１日に変更すると、入力
画面のセルは、1～10/20と１～10/31に分割され、入力していた数量は、
１～10/31のセルにコピーされて１～10/20のセルは空白となります。 

 工種 種別 H14/09 1～10/20 H14/11 
1 準備工 準備工 0.800 0.200  
2 道路土工 土砂剥離  70.000  

 
 工種 種別 H14/09 1～10/20 1～10/31 H14/11 
1 準備工 準備工 0.800  0.200  
2 道路土工 土砂剥離   70.000  

必ず、1～10/20に変更実施日までの数量を入力し、1～10/31には１日か
らの累計数量を入力します。 

 工種 種別 H14/09 1～10/20 1～10/31 H14/11 
1 準備工 準備工 0.800 0.200 0.200  
2 道路土工 土砂剥離  30.000 70.000  
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地域１ 
画面の説明 

 

「地域１帳票出力」画面 
 

工程表作成システムの当初、変更、計画のいずれかを終了すると「地域
１帳票出力」画面が表示されます。地域１帳票は、滋賀県に対応してい
ます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

提出年月日 
入力した年月日は、帳票下
側の提出年日欄に反映さ
れます。

［ＯＫ］ボタン 
設定を反映し、「ＮＷ工程表地
域帳票 工程曲線」画面を表示
します。

工事開始線と工事終了線を付加する 
チエックを入れると工事開始線（含開
始日）と工事終了線（含終了日）が付
加されます。 
 
請負人設定 
「請負人」画面を表示します。

フォントタイプ 
ＭＳ明朝、ＭＳゴシックのど
ちらかを選択します。 
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「請負人」画面 
「地域１帳票出力」画面の［請負人設定］ボタンをクリックすると「請
負人」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会社名 
請負人の会社名を入力します。 
 
住所 
請負人の住所を入力します。 

発注者名 
帳票右下の（契約担当者）
欄に反映されます。 
 
代表者名 
請負人の代表者名を入力
します。 

［ｷｬﾝｾﾙ］ボタン 
設定を反映せず「地域１帳
票出力」画面を表示しま
す。 
 
［ＯＫ］ボタン 
設定を反映し、「地域１帳
票出力」画面を表示しま
す。 
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帳票の作成 
 

データの入力 
 

地域１工程表のデータの入力については、「工程表作成シ
ステム」の使用説明書、およびP.1 以降の「地域帳票共通
操作」をご参照ください。 
 

「用紙設定」画面の１目盛りの設定について 
「用紙設定」画面の１目盛りの設定を１０日単位（ディフォルト値）に
設定してデータを入力して下さい。 

 

印刷可能な工種の行数について 
地域１工程表に出力可能な工種の行数は、１８行です。 

 
表示可能な行数以上のデータは帳票に出力されません。 
ご了解ください。入力したデータが表示可能な工種の行数
を超えた場合、「工程表」画面で［完了］ボタンをクリック
した際に、次のようなメッセージが表示されます。 
 

 
 

印刷可能な工程の月数について 
地域１工程表に出地域力可能な工程の月数は、１０ヶ月です。 
 

表示可能な月数以上のデータは帳票に出力されません。 
ご了解ください。 

  参 照    

  補 足    

  補 足    
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「地域１地域帳票出力」画面の操作 
工程表作成システムの当初、変更、計画のいずれかを終了すると「地域
１帳票出力」画面が次のように表示されます。 

 

 
① フォントタイプをＭＳ明朝、ＭＳゴシックから選択します。 
 
② ［請負人設定］ボタンをクリックします。 

「請負人」設定画面が表示されます。請負人等に関する情報を入力しま
す。 

 
③ 必要に応じて［工事開始線と工事終了線を付加する］にチェックを入
れます。 
チェックを付けると工事開始線（含工事開始日）と工事終了線（含工事
終了日）を帳票に表示します。 

 
④ 提出年月日を入力します。 

入力した年月日は、帳票下側の提出年月日欄に反映されます。 

 
⑤ ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

設定を反映し、「ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線」画面を表示します。 
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「請負人」画面の操作 
「地域１帳票出力」画面の［請負人設定］ボタンをクリックすると「請
負人」画面を表示します。 

 

 
 
① 次の説明にしたがって必要な項目を入力します。 
 

住所 請負人の住所を入力します。 
会社名 請負人の会社名を入力します。 
代表者名 請負人の代表者名を入力します。 
発注者名 発注者名を入力します。入力した内容は、帳票右下

の（契約担当者）欄に反映されます 
 
発注者名は敬称（殿）まで入力します。 

 
② ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
 

設定を反映し、「地域１帳票出力」画面を表示します。 

 
［ｷｬﾝｾﾙ］ボタンをクリックすると、設定を反映せず「地域
１帳票出力」画面を表示します。 

出力帳票について 
 
地域１帳票は、計画、変更、実施を入力する毎にそれぞれの履歴が 
ＣＡＤファイルとして出力されます。 
例えば第１回変更工程が発生し、第１回変更工程に基づいて実施を入力 
した場合の各ページへの出力は、次のようになります。 
 

実施まで入力 １／３ページ 
変更１を入力 ２／３ページ 
計画を入力 ３／３ページ 

 

  補 足    

  補 足    
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ＣＡＤによる修正について 
 
地域１帳票は、ＣＡＤにより、描画した内容を修正する事ができます。
雛形帳票に影響を与えず、描画内容を修正する為には次のように各レイ
ヤのモードを設定する必要があります。 
 
レイヤ データの種類 レイヤモード 
第１層 雛形帳票 参照 
第８層 描画データ 入力 

 
ＣＡＤのレイヤの設定方法については、「ＣＡＤ」の使用説
明書をご参照ください 
 

Ａ４横での縮小印刷について 
 
地域１帳票は、Ａ３横で印刷されますがＣＡＤの設定によりＡ４横で縮
小印刷することができます。 

 
① 土木技Civil-CALS/Road-CALSの「メニュー」画面より縮小印刷する
帳票を選択し、[ＣＡＤ]ボタンをクリックします。 

複数ページある場合は、[前ページ]ボタンまたは、[次ペー
ジ]ボタンにより、目的のページを選択します。 
 

② 「ＣＡＤ」画面のメニューバーより［ファイル］から［ページ設定］
を選択します。 

③ ［ページ］タブをクリックします。 

「ページ設定」画面が表示されます。 

 

  参 照    

  補 足    
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④ 設定が次のようになっていることを確認し［ＯＫ］ボタンをクリッ
クします。 

 
用紙  Ａ３ 
用紙方向  横 
自動縮尺 ［自動縮尺を有効にする］にチェック 

 
⑤ 「ＣＡＤ」画面のメニューバーより［ファイル］から［印刷］を選
択します。 

「印刷」画面が表示されます。 
 
⑥ ［プロパティ］ボタンをクリックします。 

プリンタドライバの「プロパティ」画面が表示されます。 
 
⑦ 用紙サイズを［Ａ４］、用紙方向を［横］に設定し［ＯＫ］ボタンを
クリックします。 

  「印刷」画面が表示されます。 
 
⑧「印刷」画面の［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

帳票が Ａ４横で縮小印刷されます。 
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地域２ 
画面の説明 

 

「地域２帳票出力」画面 
工程表作成システムの当初、変更、計画のいずれかを終了すると「地域
２帳票出力」画面が表示されます。地域２帳票は、滋賀県守屋市に対応
しています。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

工種と種別を結合 
チエックを付けると工種と種別を結合して 
工種欄に２段で表示します。 
 
［請負人設定］ボタン 
「請負人」画面を表示します。 

［ＯＫ］ボタン 
設定を反映し、「ＮＷ工程表地域帳票
工程曲線」画面を表示します。 

 
提出年月日 
入力した年月日は、帳票下側の提出年日
欄に反映されます。 

工種概要 
工程表作成システムで入
力した、工種、数量、単
位を表示します。このテ
キストボックスで編集も
行えます。 

フォントタイプ 
ＭＳ明朝、ＭＳゴシックのど
ちらかを選択します。 

工事開始線と工事終了線を付加する 
チエックを入れると工事開始線（含開
始日）と工事終了線（含終了日）が付
加されます。 

検印欄タイトル 
検印欄に記載する内容
を入力します。 
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「請負人」画面 
「地域２帳票出力」画面の［請負人設定］ボタンをクリックすると「請
負人」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会社名 
請負人の会社名を入力します。 
 
住所 
請負人の住所を入力します。 

発注者名 
帳票右下の（契約担当者）
欄に反映されます。 
 
代表者名 
請負人の代表者名を入力
します。 

［ｷｬﾝｾﾙ］ボタン 
設定を反映せず「地域２帳
票出力」画面を表示しま
す。 
 
［ＯＫ］ボタン 
設定を反映し、「滋賀県２
地域帳票出力」画面を表示
します。 
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帳票の作成 
 

データの入力 
  

地域２工程表のデータの入力については、「工程表作成シ
ステム」の使用説明書、およびP.1 以降の「地域帳票共通
操作」をご参照ください。 
 

「用紙設定」画面の１目盛りの設定について 
「用紙設定」画面の１目盛りの設定を１０日単位（ディフォルト値）に
設定してデータを入力して下さい。 

 

印刷可能な工種の行数について 
地域２工程表に出力可能な工種の行数は、１５行です。 

 
表示可能な行数以上のデータは帳票に出力されません。 
ご了解ください。入力したデータが表示可能な工種の行数
を超えた場合、「工程表」画面で［完了］ボタンをクリック
した際に、次のようなメッセージが表示されます。 

 

印刷可能な工程の月数について 
地域２工程表に出力される月数は工程表作成システムで設定した月数に
対応して２ヶ月、６ヶ月、１０ヶ月の３タイプの帳票が自動的に選択さ
れます。最大月数は１０ヶ月です。 
 

表示可能な月数以上のデータは帳票に出力されません。 
ご了解ください。 
 
 
 

  参 照    

  補 足    

  補 足    
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「地域２帳票出力」画面の操作 
工程表作成システムの当初、変更、計画のいずれかを終了すると「地域
２帳票出力」画面が次のように表示されます。 

 
 

① フォントタイプをＭＳ明朝、ＭＳゴシックから選択します。 
 
② 工事概要欄のテキストを必要に応じて編集します。 
 

工事概要欄に表示される工種（種別）、数量、単位等の情報
は、工程表入力時の情報を反映します。変更工程の入力等
で修正起動した場合は、修正起動時に工程表の入力画面で
入力した内容を常に反映します。 

 
工事概要欄に表示される数量の少数桁は、当初計画作成時
に設定した小数点桁数となります。 

 
③ 必要に応じて［工種と種別を結合］にチェックを入れます。 

チェックを付けると工種と種別を結合して工種欄に２段で表示します。 

 

  補 足    

  重 要   
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④ 必要に応じて［工事開始線と工事終了線を付加する］にチェックを入
れます。 
チエックを付けると工事開始線（含工事開始日）と工事終了線（含工事
終了日）を帳票に表示します。 

 
⑤ 必要に応じて［検印欄１］～［検印欄３］を入力します。 

入力した内容が帳票の検印欄に表示されます。 
 
⑥ 提出年月日を入力します。 

入力した年月日は、帳票左下の提出年月日欄に反映されます。 

 
⑦ ［請負人設定］ボタンをクリックします。 

「請負人」設定画面が表示されます。請負人等に関する情報を入力しま
す。 

 
⑧ ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

設定を反映し、「ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線」画面を表示します。 

 

「請負人」画面の操作 
「地域２帳票出力」画面の［請負人設定］ボタンをクリックすると「請
負人」画面を表示します。 

 
 

① 次の説明にしたがって必要な項目を入力します。 

住所 請負人の住所を入力します。 
会社名 請負人の会社名を入力します。 
代表者名 請負人の代表者名を入力します。 
発注者名 発注者名を入力します。入力した内容は、帳票中央

下の発注者に反映されます 
 
発注者名は敬称（殿）まで入力します。   補 足    
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② ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
 

設定を反映し、「地域２帳票出力」画面を表示します。 

 
［ｷｬﾝｾﾙ］ボタンをクリックすると、設定を反映せず「地域
２帳票出力」画面を表示します 

出力帳票について 
 
地域２帳票は、計画、変更、実施を入力する毎にそれぞれの履歴が 
ＣＡＤファイルとして出力されます。 
例えば第１回変更工程が発生し、第１回変更工程に基づいて実施を入力 
した場合の各ページへの出力は、次のようになります。 
 

実施まで入力 １／３ページ 
変更１を入力 ２／３ページ 
計画を入力 ３／３ページ 

 

ＣＡＤによる修正について 
 
地域２帳票は、ＣＡＤにより、描画した内容を修正する事ができます。
雛形帳票に影響を与えず、描画内容を修正する為には次のように各レイ
ヤのモードを設定する必要があります。 
 
【第２層を修正する場合】 
レイヤ データの種類 レイヤモード 
第１層 雛形帳票 参照 
第２層 描画データ 入力 
 

ＣＡＤのレイヤの設定方法については、「ＣＡＤ」の使用説
明書をご参照ください 

 
 

  補 足    

  参 照    
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Ａ４横での縮小印刷について 
 
地域２帳票は、Ａ３横で印刷されますがＣＡＤの設定によりＡ４横で縮
小印刷することができます。 
 
① 土木技Civil-CALS/Road-CALSの「メニュー」画面より縮小印刷する
帳票を選択し、[ＣＡＤ]ボタンをクリックします。 

複数ページある場合は、[前ページ]ボタンまたは、[次ペー
ジ]ボタンにより、目的のページを選択します。 
 

② 「ＣＡＤ」画面のメニューバーより［ファイル］から［ページ設定］
を選択します。 

③ ［ページ］タブをクリックします。 

「ページ設定」画面が表示されます。 

 
 
④ 設定が次のようになっていることを確認し［ＯＫ］ボタンをクリッ
クします。 

 
用紙  Ａ３ 
用紙方向  横 
自動縮尺 ［自動縮尺を有効にする］にチェック 

 
⑤ 「ＣＡＤ」画面のメニューバーより［ファイル］から［印刷］を選
択します。 

「印刷」画面が表示されます。 
 

  補 足    
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⑥ ［プロパティ］ボタンをクリックします。 

プリンタドライバの「プロパティ」画面が表示されます。 
 
⑦ 用紙サイズを［Ａ４］、用紙方向を［横］に設定し［ＯＫ］ボタンを
クリックします。 

 「印刷」画面が表示されます。 
 
⑧「印刷」画面の［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 帳票がＡ４横で縮小印刷されます。 
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地域３ 
帳票の作成 

 

データの入力 
 

地域３工程表作成システムのデータの入力については、
「ＮＷ工程表」マニュアル、およびP.1 以降の「地域帳票
共通操作」をご参照ください。地域３帳票は、千葉県に対
応しています。 
 

印刷可能な工種の行数について 
工程表作成システム 地域３は1ページのみ作成されます。 
1ページに表示できる工種の行数は用紙サイズにより異なります。 
 

用紙サイズ 表示可能な工種の行数 
Ａ４ ３７行    
Ａ３ ５９行    
Ａ２ ８９行    
Ａ１ １２８行    
Ａ０ １２８行    
Ｂ４ ４９行    
Ｂ３ ７５行    
Ｂ２ １１３行    
Ｂ１ １２８行    

 
表示可能な行数以上のデータは帳票に出力されません。 
ご了解ください。入力したデータが表示可能な工種の行数
を超えた場合、「工程表」画面で［完了］ボタンをクリック
した際に、次のようなメッセージが表示されます。 

 

  参 照    

  補 足    
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出力帳票について 
 

地域３では以下のような種類の帳票が出力されます。 
 

全国版バーチャート帳票 １／３ページ 
全国版ネットワーク風バーチャート帳票 ２／３ページ 
地域３ネットワーク帳票 ３／３ページ 

 
「ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線」画面で、工程曲線の調整
を行った場合、調整したデータは、1ページ目の「全国版バ
ーチャート帳票」と 2 ページ目の「全国版ネットワーク風
バーチャート帳票」の工程曲線には反映されません。「地域
３ネットワーク帳票」にのみ反映されます。 
ご了解ください。 

 
 
 
 
 

  補 足    
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地域４ 
画面の説明 

 

「地域４帳票出力」画面 
 

工程表作成システムの実施を終了すると「工程曲線」画面終了の後に、
「地域４帳票出力」画面が表示されます。 地域４帳票は、愛知県に対
応しています。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

［ＯＫ］ボタン 
設定を反映し、「メニュー
インデックス」画面を表示
します。 

年月日 
工期内の年月日を
表示します。 

記事入力欄 
記事をテキスト入力します。 

天気 
 ボタンをクリックし 

天気を選択します。 
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帳票の作成 
 

データの入力 
 

地域４工程表のデータの入力については、「工程表作成シ
ステム」の使用説明書、およびP.1 以降の「地域帳票共通
操作」をご参照ください。 
 

「地域４帳票出力」画面の操作 

工程表作成システムの実施を終了すると「工程曲線」画面終了の後に、
「地域４帳票出力」画面が表示されます。 

 

① 表示された年月日に対応する天気を  ボタンをクリックして選択
します。 

選択した天気が天気欄に反映されます。 

② 必要に応じて記事（指示・検討・是正事項）入力欄にテキスト入力を
行います。 

 
入力可能な文字数は全角３０文字（半角６０文字）×３行
です。 

  参 照    

  補 足    
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③ [ＯＫ]ボタンをクリックします。 

設定を反映し、「メニューインデックス」画面を表示します。 

 

出力帳票について 

表示・印刷可能な日数 
１ページに表示・印刷できる日数は、Ａ３用紙以上横で最大２１５日（７
ヶ月）です。 
これを超える場合は、横方向に複数ページで表示・印刷されます。 
工期と１ページに表示する日数の対応は次の表のようになります。 

工 期 １ページに表示する日数 
９２日以内  ９２日 
９３日～１２３日 １２３日 
１２３日～１５３日 １５３日 
１５４日～１８４日 １８４日 
１８５日以上 ２１５日 

 
Ａ４用紙横とＢ４用紙横の最大日数は６２日です。 

 

表示・印刷可能な工種の行数 
地域４帳票は、１ページに印刷できる工種は、用紙サイズにより次に表
のようになります。 

Ａサイズ Ｂサイズ 
Ａ４横：２０行 Ｂ４横：３０行 
Ａ３横：３０行 Ｂ３横：４０行 
Ａ２横：５０行 Ｂ２横：７０行 
Ａ１横：８０行 Ｂ１横：１００行 
Ａ０横：１２０行 － 

 
選択した用紙サイズ超える工種が入力された場合、縦方向
に複数ページで表示・印刷されます。 

出力帳票の種類 
地域４では次のような種類の帳票が出力されます。 

地域４バーチャート帳票 １～複数ページ 
全国版ネットワーク風バーチャート帳票 最終－1ページ 
全国版ネットワーク帳票 最終ページ 

  補 足    

  補 足    
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「ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線」画面で、工程曲線の調整
を行った場合、調整したデータは、「全国版ネットワーク風
バーチャート帳票」の工程曲線には反映されません。「地域
４バーチャート帳票」にのみ反映されます。 
ご了解ください。 

 
 

 

ＣＡＤによる修正について 
 
地域４帳票は、ＣＡＤにより、描画した内容を修正する事ができます。
帳票フォームに影響を与えず、描画内容を修正する為には次のように各
レイヤのモードを設定する必要があります。 
 
 【 第３層を修正する場合】 
レイヤ データの種類 レイヤモード 
第１層 枠線 参照 
第２層 文字 参照 
第３層 バーチャートと工程曲線 入力 

 
ＣＡＤのレイヤの設定方法については、「ＣＡＤ」の使用説
明書をご参照ください 
 

 

  参 照    

  補 足    
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地域５ 
画面の説明 

 

「地域５帳票出力」画面 
 

工程表作成システムの当初、変更、計画のいずれかを終了すると「工程
曲線」画面が表示されます。「工程曲線」画面の［OK］ボタンをクリック
すると「地域５帳票出力」画面が表示されます。地域５帳票は、兵庫県
に対応しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ＯＫ］ボタン 
設定を反映し、「工程曲線
設定」画面を表示します。 

請負者氏名 
土木Ｂｏｏｋ表紙の「請負会社」の 
情報を表示します。 

請負者住所 
請負者の住所を入力します。 
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「工程曲線」画面 
 

「地域５帳票出力」画面で［OK］ボタンをクリックすると「工程曲線」
画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

工程区分 
編集する工程区分
を選択します。 

１目盛の単位 
工程曲線の１目盛の単
位を１ヶ月／10 日から
選択します。 

［初期値に戻す］ボタン 
選択した工程曲線のデータ
を編集前の正確なデータに
戻します。 

年月日 
工程曲線の 1 目盛の年
月日を表示します。 
進捗率(％) 
各年月日の進捗率を入
力します。 
進捗率表示 
帳票に進捗率を表示する／しな
いを選択します。 

工程曲線イメージ 
編集した進捗率がグラフ
で表示されます。 

土・日・祝日をグラフに反映する 
チエックを付けると土・日・祝日が 
進捗グラフに反映されます。 
地域５帳票選択時に表示されます。 

［ＯＫ］ボタン 
編集した進捗率を保
存し、帳票を作成し
ます。 

［設定］ボタン 
「バナナ曲線設定」画面
を表示します。 

バナナ曲線を表示する 
チエックを付けるとバ
ナナ曲線（限界曲線）を
表示します。 
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「バナナ曲線設定」画面 
 

「工程曲線」画面で［設定］ボタンをクリックすると「バナナ曲線設定」
画面が表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上限値 
線幅 
線の幅を選択します。 
線色 
線の色を選択します。 
線種 
線の種類を選択します。 

［キャンセル］ボタン 
設定をキャンセルして「工程
曲線」画面に戻ります。 
［ＯＫ］ボタン 
設定を有効にして「工程曲
線」画面に戻ります。 

下限値 
線幅 
線の幅を選択します。 
線色 
線の色を選択します。 
線種 
線の種類を選択します。 
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帳票の作成 
 

データの入力 
 

地域５工程表のデータの入力については、「工程表作成シ
ステム」の使用説明書、およびP.1 以降の「地域帳票共通
操作」をご参照ください。 
 

「地域５帳票出力」画面の操作 
 
工程表作成システムの当初、変更、計画のいずれかを終了すると「地域
５帳票」画面が表示されます。 
 

 
 

① 請負者住所を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

入力した請負者住所の内容が帳票に反映されます。 
「工程曲線」画面が表示されます。 

 
一度入力した請負者住所の内容は保存され、次回起動時に
しその内容を表示します。 
 

  参 照    

  補 足    
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工程曲線の編集 
① 「工程表」画面で［完了］ボタンをクリックします。 

「ＮＷ工程表地域帳票 工程曲線」画面が表示されます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すでにインデックスに保存済みの工程曲線を、再度選択し
て工程表作成システムを起動した場合、前回終了時の状態
で工程曲線が表示されます。 
「工程表」画面で入力したデータを元に工程曲線を表示し
たい場合、［初期値に戻す］ボタンをクリックしてください。 

 
② 工程区分の     ボタンをクリックし、編集する工程曲線を選択しま
す。 

選択した工程区分の進捗率が表に表示されます。 

 
③ １目盛の単位を選択します。 

 
④ 必要に応じて、進捗率および進捗率表示を編集します。 

編集した工程曲線のイメージが表示されます。 

 
⑤ 必要に応じて、［設定］ボタンをクリックし、バナナ曲線の設定を行
います。 

 
⑥ ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

帳票を作成し、「メニューインデックス」画面を表示します。 

 

  重 要   
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出力帳票について 
 

印刷可能な工種の行数 
地域５帳票は、１ページに印刷できる工種は、用紙サイズにより異なり
ます。、下の表を参照願います。 
 

用紙サイズ 印刷可能な工種の行数 
Ａ４ ２３行    
Ａ３ ４５行    
Ａ２ ７５行    
Ａ１ １１９行    
Ａ０ １２８行    
Ｂ４ ３５行    
Ｂ３ ６１行    
Ｂ２ ９９行    
Ｂ１ １２８行    

 
 

工程表作成システム本体で入力可能な工種の行数は、最大
１２８行です。 
設定した用紙サイズで印刷可能な行数を超える工種の入力
があった場合は、次のようなメッセージが表示されます。 

 
 
 

  補 足    
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ＣＡＤによる修正について 
 
地域５帳票は、ＣＡＤにより、描画した内容を修正する事ができます。
帳票フォーム等他のレイヤーに影響を与えず、描画内容を修正する為に
は次のように各レイヤのモードを設定する必要があります。 
 
【第５層のネットワーク図の文字を修正する場合】 
レイヤ データの種類 レイヤモード 
第１層 枠線 参照 
第２層 バナナチャート 参照 
第３層 ネットワーク図 参照 
第４層 工種 参照 
第５層 ネットワーク図（文字） 入力 
第６層 ネットワーク図（罫線） 参照 

 
ＣＡＤのレイヤの設定方法については、「ＣＡＤ」の使用説
明書をご参照ください 
 

 

Ａ３を超える帳票の縮小印刷について 
 
印刷可能最大サイズがＡ３のプリンターを使用している場合、Ａ２横サ
イズ等で作成した帳票を、ＣＡＤの設定により、Ａ３横で縮小印刷する
ことができます。 

 
② 土木技Civil-CALS/Road-CALSの「メニュー」画面より縮小印刷する
帳票を選択し、[ＣＡＤ]ボタンをクリックします。 

複数ページある場合は、[前ページ]ボタンまたは、[次ペー
ジ]ボタンにより、目的のページを選択します。 
 

② 「ＣＡＤ」画面のメニューバーより［ファイル］から［ページ設定］
を選択します。 

③ ［ページ］タブをクリックします。 

 

 

 

  参 照    

  補 足    
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「ページ設定」画面が表示されます。 

 

 
④ 設定が次のようになっていることを確認し［ＯＫ］ボタンをクリッ
クします。 

 
用紙  Ａ２ 
用紙方向  横 
自動縮尺 ［自動縮尺を有効にする］にチェック 

 
⑤ 「ＣＡＤ」画面のメニューバーより［ファイル］から［印刷］を選
択します。 

「印刷」画面が表示されます。 
 
⑥ ［プロパティ］ボタンをクリックします。 

プリンタドライバの「プロパティ」画面が表示されます。 
 
⑦ 用紙サイズを［Ａ３］、用紙方向を［横］に設定し［ＯＫ］ボタンを
クリックします。 

  「印刷」画面が表示されます。 
 
⑧「印刷」画面の［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

帳票が Ａ３横で縮小印刷されます。 
 

縮小印刷すると文字等は小さく印刷されますのであらかじ
めご了解願います。 

 
 
 

  補 足    
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地域６ 
 

帳票の作成 
 

データの入力 
 

地域６工程表のデータの入力については、「工程表作成シ
ステム」の使用説明書、およびP.1 以降の「地域帳票共通
操作」をご参照ください。 
地域６帳票は、栃木県に対応しています。 
 

出力帳票について 

表示・印刷可能な月数 
１ページに表示・印刷できる月数は、Ａ４横・Ｂ４横で最大６ヶ月、Ａ
３横以上で最大１２ヶ月です。 
これを超える場合は、横方向に複数ページで表示・印刷されます。 
 

表示・印刷可能な工種の行数 
地域６帳票は、１ページに印刷できる工種は、Ａ３横で１９行です。 
（入力されている工程区分が２種類以下の場合。） 
１９行を超える工種が入力された場合、および変更工程が入力され、工
程区分が増えると１工種の幅が広がり縦方向に複数ページで表示・印刷
されます。 
 

 
 
 
 

  参 照    
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複数ページ出力の順序 
工期が１５ヶ月、工種が３０行（但し入力工程区分が２種類以下）の場
合の出力順は次のようになります。 
 
工 種 月 数 出力順 
１行～１９行 １ヶ月～１２ヶ月 １／４ページ 
１行～１９行 １３ヶ月～１５ヶ月 ２／４ページ 
２０行～３０行 １ヶ月～１２ヶ月 ３／４ページ 
２０行～３０行 １３ヶ月～１５ヶ月 ４／４ページ 

 
 

ＣＡＤによる修正について 
 
地域６帳票は、ＣＡＤにより、描画した内容を修正する事ができます。
帳票フォームに影響を与えず、描画内容を修正する為には次のように各
レイヤのモードを設定する必要があります。 
 
 【 第３層を修正する場合】 
レイヤ データの種類 レイヤモード 
第１層 枠線 参照 
第２層 文字 参照 
第３層 バーチャートと工程曲線 入力 

 
ＣＡＤのレイヤの設定方法については、「ＣＡＤ」の使用説
明書をご参照ください 
 

  参 照    
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地域７ 
画面の説明 

 

「地域７帳票出力」画面 
工程表作成システムの当初計画、変更計画、実施のいずれかを終了する
と「工程曲線」画面終了の後に、「地域７帳票出力」画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

［ＯＫ］ボタン 
設定を反映し、「メニューイン
デックス」画面を表示します。 
 

年月日・曜日 
工期内の年月日・曜 
日を表示します。 

指示内容入力 
変更指示内容等をテキスト入力します。 

天気 
 ボタンをクリックし 

天気を選択します。 

休日作業 
チェックを付けると帳票に休日作業
が反映されます。 
作業休止日 
チェックを付けると帳票に休日作業
日反映されます。 
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帳票の作成 
 

データの入力 
 

地域７のデータの入力については、「工程表作成システム」
の使用説明書、およびP.1 以降の「地域帳票共通操作」を
ご参照ください。 
地域７帳票は、九州地区に対応しています。 
 

「地域５帳票出力」画面の操作 

工程表作成システムの実施を終了すると「工程曲線」画面終了の後に、
「地域７帳票出力」画面が表示されます。 

 

① 必要に応じて休日作業にチェックを付けます。 

バーチャート帳票、ネットワーク帳票に休日作業が反映されます。 

② 必要に応じて作業休止日にチェックを付けます。 

ネットワーク帳票の作業休止日欄に反映されます。  

  参 照    
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③ 表示された年月日に対応する天気を  ボタンをクリックして選択
します。 

選択した天気が天気欄に反映されます。 

④ 必要に応じて［指示内容入力欄］に変更指示内容等をテキスト入力し
ます。 

 
この［指示内容入力欄］が入力可能となるのは、変更工程
が入力された後となります。 

 
入力可能な文字数は、20文字×７行となります。 

 
⑤  [ＯＫ]ボタンをクリックします。 

設定を反映し、「メニューインデックス」画面を表示します。 

 

出力帳票について 

表示・印刷可能な日数 
１ページに表示・印刷できる日数は、Ａ３用紙横で最大２１５日（７ヶ
月）です。 
これを超えるバーチャート帳票の場合は、横方向に複数ページで表示・
印刷されます。 
工期と１ページに表示する日数の対応は次の表のようになります。 

工 期 １ページに表示する日数 
９２日以内  ９２日 
９３日～１２３日 １２３日 
１２３日～１５３日 １５３日 
１５４日～１８４日 １８４日 
１８５日以上 ２１５日 

 
ネットワーク帳票の場合はＡ３用紙横以上の用紙でも表
示・印刷可能な日数は、Ａ３横で最大１２５日（７ヶ月）
となります。 

 
Ａ４用紙横とＢ４用紙横の最大日数は６２日です。 

 

 

  補 足    

  補 足    

  重 要   

  補 足    
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表示・印刷可能な工種の行数 
地域７バーチャート帳票は、１ページに印刷できる工種は、用紙サイズ
により次に表のようになります。 

Ａサイズ Ｂサイズ 
Ａ４横：２０行 Ｂ４横：３０行 
Ａ３横：３０行 Ｂ３横：４０行 
Ａ２横：５０行 Ｂ２横：７０行 
Ａ１横：８０行 Ｂ１横：１００行 
Ａ０横：１２０行 － 

 
選択した用紙サイズ超える工種が入力された場合、縦方向
に複数ページで表示・印刷されます。 

出力帳票の種類 
地域７では次のような種類の帳票が出力されます。 

地域７バーチャート帳票 １～複数ページ 
地域７ネットワーク帳票 最終ページ 

 

バーチャート帳票への施工個所名の表示について 
バーチャート上に、バーチャート設定画面で入力された「施工個所名」
を表示することができます。地域７では「施工個所名」の欄に「XXX÷X
≒XX XX%」等をコメントで入力するとバーチャート上に反映されます。 
 
①「工程表地域帳票グラフ設定」画面のメニューバーより［設定］から
［バーチャート設定］を選択します。 

「バーチャート設定」画面が表示されます。 

 

② ［施工個所名をグラフ上に表示する］にチェックを入れ、[ＯＫ]ボ
タンをクリックします。 

設定を反映し、「工程曲線」画面に戻ります。 
 

 

  補 足    
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ネットワーク帳票への作業名等の表示について 
 

ネットワーク帳票のアクティビティ（矢線）上に工種等の作業名を表示
する場合は、バーチャート入力時に、種別欄に作業名入力します。更に
コメントを表示したい場合は、バーチャート設定時に［施工個所名］欄
にコメントを入力します。 
 

作業名＋コメント（施工個所名）がアクティビティ（矢線）
上に表示されます。 

 

ＣＡＤによる修正 

ネットワーク帳票の重ね合わせについて 
地域７におけるネットワーク帳票は、当初計画（又は変更計画）と実施
を重ね合わせて表現する事を求められる場合があります。地域７では自
動的に重ね合わせた状態で出力する事はできません。上段に当初計画
（又は変更計画）、下段に実施が２段に分けて出力されます。 
これをＣＡＤ（修正ツール）を使って重ね合わせます。 
 
帳票フォーム（枠線）や文字に影響を与えず、当初計画（又は変更計画）
のネットワーク図と実施のネットワーク図を移動する為には、レイヤー
モードを次のように設定する必要があります。 
 
【下段のネットワーク図（実施）を移動する場合】 
レイヤ データの種類 レイヤモード 
第１層 枠線 参照 
第２層 工程曲線 参照 
第３層 ネットワーク図 参照 
第４層 ネットワーク図（実施） 入力 
第５層 文字 参照 
第６層 ネットワーク図（文字） 参照 
第７層 ネットワーク図（文字実施） 編集 

 
ＣＡＤのレイヤの設定方法については、「ＣＡＤ」の使用説
明書をご参照ください 
 
 
 
 
 

  参 照    

  補 足    
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第３層のネットワーク図と第６層のネットワーク図（文字）
は１グループ化されています。このグループが当初計画（変
更計画）です。 
第４層のネットワーク図（実施）と第７層のネットワーク
図（文字実施）は１グループ化されています。このグルー
プが実施です。 
それぞれのグループはグループ単位で移動することができ
ます。グループを形成している個々のアイテムを編集（移
動、削除等）する場合はグループを解除してから編集しま
す。 
 

重ね合わせネットワーク図を作成するポイント 
きれいな重ね合わせネットワーク図をつくるには当初計画（変更）計画
と実施のネットワーク図が近い形状であることが必要です。次の手順で
行うときれいな重合わせネットワーク図を作成することができます。 
 
① まず当初計画（変更計画）のネットワーク図をイベントや、アクティ
ブティ（矢線）を移動して全体の形を整えます。 

 
② ネットワークの実施まで入力し、当初計画（変更計画）と実施のネッ
トワーク図を２段のまま印刷します。 

 
③ 実施のネットワーク図を当初計画（変更計画）の形の近づけて、イベ
ントや、アクティブティ（矢線）を移動します。 

 
④ 双方のネットワーク図の形が近くなった状態で、ＣＡＤ（修正ツール）
を起動し、重ね合わせを行います。 

  補 足    
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地域８ 
画面の説明 

 

「地域８帳票出力」画面 
工程表作成システムの当初計画、変更計画、実施のいずれかを終了する
と「工程曲線」画面終了の後に、「地域８帳票出力」画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

［ＯＫ］ボタン 
帳票を作成し、「工事名設定」画面

を表示します。 

工種欄出力 
工種出力、工種＋種別出力のどれ
かを指定します。 

横バー上の出力 
横バー上に施工箇所名、
開始日・終了日、所要日
数のいずれかを出力する
か、しないかを指定しま
す。 

主任技術者または管理
技術者を選択します。 

追加出力情報 
標題 
工程表の標題を入力します。 
作成日 
工程表の作成日を入力します。 
主任技術者または管理技術者 
主任技術者または管理技術者の氏名

を入力します。 
専門技術者 
専門技術者の氏名を入力します。 
事業名 
事業名を入力します。 
契約番号 
契約番号を入力します。 
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帳票の作成 
 

データの入力 
 

地域８のデータ入力については、「工程表作成システム」の
使用説明書、およびP.1 以降の「地域帳票共通操作」をご
参照ください。 
地域８帳票は、山梨県に対応しています。 
 

「地域８帳票出力」画面の操作 

工程表作成システムの当初計画、変更計画、実施のいずれかを終了する
と「工程曲線」画面終了の後に、「地域８帳票出力」画面が表示されます。 
 

 
 

① 追加出力情報欄の各項目を入力します。 
入力した内容が帳票に反映されます。 

 
標題は10文字まで入力可能です。 
主任技術者または管理技術者は16文字まで入力可能です。 
専門技術者は16文字まで入力可能です。 
事業者は30文字まで入力可能です。 
契約番号は16文字まで入力可能です。 

  参 照    

  補 足    
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②工種欄出力にチェックを付けます。 
選択した内容が帳票の工種欄に反映されます。 

 
③横バー上の出力にチェックを付けます。 
選択した内容が帳票に反映されます。 
 
④[ＯＫ]ボタンをクリックします。 
設定を反映し、「工事名設定」画面を表示します。 

 
 

出力帳票について 

印刷可能な工種の行数について 
工程表に出力可能な工種の行数は、２０行です。 
 

表示可能な行数以上のデータは帳票に出力されません。 
ご了承ください。入力したデータが表示可能な工種の行数 
を超えた場合、「工程表」画面で「完了」ボタンをクリック 
した際に、次のようなメッセージが表示されます。 
 

 
 

印刷可能な工程の月数について 
工程表に出力可能な工程の月数は、１２ヶ月です。 

 
表示可能な月数以上のデータは帳票に出力されません。 
ご了承ください。 

 

  補 足    

  補 足    
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ＣＡＤによる修正について 
 
帳票は、ＣＡＤにより、描画した内容を修正する事ができます。帳票フ
ォーム等他のレイヤーに影響を与えず、描画内容を修正する為には次の
ように各レイヤのモードを設定する必要があります。 
 
【第４層のバーチャート図の文字を修正する場合】 

レイヤ データの種類 レイヤモード 
第１層 空 参照 
第２層 枠線 参照 
第３層 文字 参照 
第４層 グラフ 入力 

 
 
 
 
ＣＡＤのレイヤの設定方法については、「工程表作成システ
ム」の使用説明書「レイヤの設定」をご参照ください 
 

 

Ａ４横での縮小印刷について 
 

帳票は、Ａ３横で印刷されますがＣＡＤの設定によりＡ４横で縮小印刷する
ことができます。 

 
① 土木技Civil-CALS/Road-CALSの「メニュー」画面より縮小印刷する
帳票を選択し、[ＣＡＤ]ボタンをクリックします。 

複数ページある場合は、[前ページ]ボタンまたは、[次ページ]
ボタンにより、目的のページを選択します。 
 

② 「ＣＡＤ」画面のメニューバーより［ファイル］から［ページ設定］
を選択します。 

③ ［ページ］タブをクリックします。 

「ページ設定」画面が表示されます。 

  参 照    

  補 足    
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④ 設定が次のようになっていることを確認し［ＯＫ］ボタンをクリッ
クします。 

 
用紙 Ａ３ 
用紙方向 横 
自動縮尺 [自動縮尺を有効にする］にチェック 

 
⑤ 「ＣＡＤ」画面のメニューバーより［ファイル］から［印刷］を選
択します。 

「印刷」画面が表示されます。 
 
⑥ ［プロパティ］ボタンをクリックします。 

プリンタドライバの「プロパティ」画面が表示されます。 
 
⑦ 用紙サイズを［Ａ４］、用紙方向を［横］に設定し［ＯＫ］ボタンを
クリックします。 

  「印刷」画面が表示されます。 
 
⑧「印刷」画面の［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

帳票が Ａ４横で縮小印刷されます。 
 

縮小印刷すると文字等は小さく印刷されますのであらかじ
めご了解願います。 

  補 足    
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地域９ 
帳票の作成 

 

データの入力 
 

地域９工程表作成システムのデータの入力については、「Ｎ
Ｗ工程表」マニュアル、およびP.1 以降の「地域帳票共通
操作」をご参照ください。 
 
地域９は千葉県に対応しています。 
 

印刷可能な工種の行数について 
工程表作成システム 全国１－２版は1ページのみ作成されます。 
1ページに表示できる工種の行数は用紙サイズにより異なります。 
 

用紙サイズ 表示可能な工種の行数 
Ａ４ １３行    
Ａ３ ２２行    
Ａ２ ３６行    
Ａ１ ５５行    
Ａ０ ８３行    
Ｂ４ １８行    
Ｂ３ ３０行    
Ｂ２ ４６行    
Ｂ１ ７０行    

 
表示可能な行数以上のデータは帳票に出力されません。 
ご了解ください。入力したデータが表示可能な工種の行数
を超えた場合、「工程表」画面で［完了］ボタンをクリック
した際に、次のようなメッセージが表示されます。 

 

  参 照    

  補 足    

  補 足    
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出力帳票について 
 

地域９では以下のような種類の帳票が出力されます。 
 

地域９バーチャート帳票 １／１ページ 
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